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自
然
保
全
と
利
用

筆
者
の
専
門
は
「
自
然
保
護
地
域
の
管
理
運
営
」
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
国
立
公
園
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
自

然
保
護
地
域
内
の
景
観
・
生
態
系
保
全
と
登
山
・
ハ
イ

キ
ン
グ
、
渓
流
釣
り
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
利
用
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
る
の
か
、
を
勉
強

し
て
い
る
。

き
っ
か
け

30
年
以
上
前
の
話
に
な
る
が
筆
者
は
中
部
山
岳
国
立

公
園
内
の
槍
ヶ
岳
か
ら
燕
岳
を
結
ぶ
通
称
、
表
銀
座
の

中
間
地
点
に
あ
る
ヒ
ュ
ッ
テ
西
岳
に
勤
務
し
て
い
た
。
山

小
屋
の
仕
事
は
登
山
客
の
食
事
の
準
備
、
布
団
干
し
、

ゴ
ミ
・
屎
尿
処
理
、
登
山
道
の
整
備
・
保
守
、
遭
難
時

の
初
動
対
応
、
な
ど
多
岐
に
渡
り
貴
重
な
体
験
を
積
ん

だ
の
だ
が
、
そ
の
際
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
「
登
山

者
の
満
足
」と「
登
山
者
に
よ
る
環
境
負
荷
」そ
し
て「
自

然
保
護
地
域
の
管
理
運
営
の
あ
り
方
」
で
あ
っ
た
。
繁

忙
期
と
も
な
れ
ば
上
高
地
も
し
く
は
燕
岳
か
ら
槍
ヶ
岳

を
目
指
す
登
山
者
で
山
小
屋
は
常
に
満
員
で
あ
る
。
ち

な
み
に
山
小
屋
に
「
定
員
」
と
い
う
も
の
は
無
く
、
天

た
よ
う
な
山
行
を
す
る
の
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な

登
山
者
に
お
け
る
「
期
待
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
克
服
」

の
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
興
味
を
も
っ
た
。

山
小
屋
の
ゴ
ミ
・
屎
尿
処
理
で
あ
る
が
、
可
燃
物
は

ド
ラ
ム
缶
を
く
り
ぬ
い
た
簡
易
焼
却
炉
で
従
業
員
が
黒

い
煙
を
出
し
な
が
ら
焼
却
し
、
燃
え
か
す
は
山
小
屋
敷

地
内
に
埋
め
る
。
屎
尿
処
理
は
小
屋
閉
鎖
の
直
前
10
月

最
終
週
に
便
所
の
タ
ン
ク
に
１
シ
ー
ズ
ン
分
溜
め
た
も

の
を
掻
き
出
し
、
消
毒
剤
と
共
に
谷
に
一
斉
に
流
す
の

で
あ
っ
た
。（
現
在
は
二
つ
と
も
行
わ
れ
て
い
な
い
）。
登

山
者
に
休
息
と
安
全
を
提
供
す
る
山
小
屋
は
一
方
で
こ

の
よ
う
な
環
境
負
荷
の
源
に
も
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
こ

れ
ら
の
観
察
・
経
験
が
「
自
然
保
護
地
域
の
管
理
運
営

の
あ
り
方
」
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

山
小
屋
勤
務
の
後
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
登
山
隊
と

ト
レ
ッ
カ
ー
を
魅
了
す
る
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
と
エ
ベ
レ
ス
ト
方
面
（
国
立
公
園
地
域
）
に
行

く
機
会
が
あ
っ
た
。
雄
大
な
景
色
と
途
上
の
集
落
の
た

た
ず
ま
い
や
人
々
の
民
俗
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
２
ヶ

月
余
り
を
山
中
で
過
ご
し
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た
の
は

登
山
者
や
ト
レ
ッ
カ
ー
が
地
域
に
も
た
ら
す
経
済
波
及

候
が
崩
れ
れ
ば
無
制
限
に
登
山
者
を
受
け
入
れ
る
。
当

時
、
ヒ
ュ
ッ
テ
西
岳
の
定
員
は
86
名
で
あ
っ
た
が
、
筆

者
在
職
中
、
１
日
１
１
０
名
ほ
ど
の
登
山
者
の
宿
泊
を

受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
登
山
者
は
一
畳

ほ
ど
の
布
団
に
３
名
（
一
人
ず
つ
頭
と
足
を
交
互
）
就

寝
す
る
。
山
小
屋
寝
室
内
は
雨
嵐
に
よ
る
湿
度
、
登
山

者
の
汗
で
蒸
せ
て
お
り
、
快
適
さ
と
は
程
遠
い
環
境
で

熟
睡
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
も
登
山
客
か
ら
不
満
や
文
句
が
で
る
こ
と
は
一
切

な
く
、
翌
朝
に
は
多
く
の
宿
泊
客
が
我
々
に
感
謝
し
小

屋
を
後
に
す
る
。
ま
た
、
混
雑
は
山
小
屋
だ
け
で
な
く
、

槍
ヶ
岳
の
肩
か
ら
山
頂
に
向
か
う
ル
ー
ト
は
長
蛇
の
列

と
な
り
、
本
来
30
分
も
あ
れ
ば
登
れ
る
と
こ
ろ
を
混
雑

時
に
は
３
倍
以
上
の
時
間
が
か
か
る
。
登
山
者
は
辛
抱

強
く
順
番
を
待
ち
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
、
そ
し
て
人

と
す
れ
違
い
な
が
ら
鎖
場
を
下
山
す
る
の
で
あ
る
。
多

く
の
登
山
者
は
多
大
な
時
間
と
お
金
を
使
っ
て
雄
大
な

山
岳
景
観
と
静
寂
、
そ
し
て
原
生
的
体
験
を
期
待
し
て

入
山
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
は
山
小
屋
と
登
山
道

の
混
雑
、
そ
し
て
静
寂
と
は
程
遠
い
体
験
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
登
山
者
は
翌
年
以
降
も
似

自
然
保
護
地
域
に
お
け
る
保
全
と
利
用
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効
果
と
そ
れ
を
基
に
整
備
し
た
学
校
、
病
院
、
橋
、
道

路
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
、
観
光
産
業
に
携

わ
る
人
々
と
一
般
住
民
と
の
意
識
・
生
活
様
式
、
生
活

水
準
の
乖
離
、
異
文
化
と
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
た
若
者
達
の
伝
統
的
生
活
様
式
へ
の
眼
差
し

の
変
化
、
登
山
者
・
ト
レ
ッ
カ
ー
を
支
え
る
薪
・
水
の

確
保
と
食
料
増
産
の
為
の
森
林
伐
採
や
開
墾
地
の
開
拓

と
い
っ
た
環
境
負
荷
、
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
観
察
・
体

験
も
当
該
分
野
の
研
究
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

留
学

１
９
９
０
年
よ
り
米
国
の
州
立
モ
ン
タ
ナ
大
学
・ 

森
林
学
部
ア
ウ
ト
ド
ア

－レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
自
然

保
護
地
域
の
管
理
運
営
を
学
ぶ
た
め
渡
米
し
た
。
今 

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
こ
の
学
科
専
攻
生
の 

必
修
で
あ
るIntroduction to Outdoor Recreation 

M
anagem

ent

の
講
義
初
日
に
担
当
教
員
が
「
ア
ウ
ト

ド
ア

－レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営
に
お
い
て
最
も
大
事

な
の
は
利
用
者
の
満
足
（U

ser satisfaction

）
を
ど
う

高
め
る
か
で
あ
る
。」
と
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
当
初
、
こ

の
分
野
に
お
い
て
一
番
重
要
な
の
は
自
然
保
全
で
あ
る

と
信
じ
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
勉
強
を
進
め
る
う
ち
に
「
利
用
者
の
満
足
」
は

そ
の
人
の
心
身
の
健
康
、
創
造
的
仕
事
、
家
族
・
友
人

と
の
絆
の
深
化
、
豊
か
な
人
生
、
等
の
社
会
福
祉
政
策

に
も
寄
与
し
「
満
足
し
た
利
用
者
」
を
増
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
自
然
保
護
地
域
の
社
会
・
政
策
的
意
義
が
よ
り

広
く
認
知
さ
れ
、
ひ
い
て
は
当
該
分
野
の
継
続
的
予
算

の
確
保
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
健
全
な
自
然
保
護
地
域
管

理
運
営
に
も
資
す
る
、
と
の
循
環
図
式
が
見
え
て
き
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、「
利
用
者
の
満
足
」
は
多
様
な
利
用

者
に
応
え
る
「
多
様
な
機
会
」
が
自
然
保
護
地
域
内
で

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
利
用
者
に
よ
る
環
境
負
荷
は

利
用
者
数
の
み
が
説
明
変
数
で
な
く
、
利
用
類
型
、
利

用
者
の
マ
ナ
ー
、
利
用
の
季
節
・
タ
イ
ミ
ン
グ
、
利
用

地
の
社
会
的
・
生
態
的
特
性
、
な
ど
の
要
素
が
相
互
に

絡
み
合
っ
て
変
動
す
る
こ
と
、
な
ど
を
学
ん
だ
。

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

ア
メ
リ
カ
留
学
と
研
究
生
活
を
２
０
０
４
年
に
終
え
、

現
在
の
職
場
に
奉
職
し
た
。
帰
国
当
初
は
当
該
分
野
の

「
先
進
地
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
我
が
国
の
自
然
公
園
に
応

用
す
る
、
と
意
気
込
ん
で
い
た
が
、
そ
の
法
制
度
、
土

地
所
有
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
管
理
運
営
執
行
可
能
各
種
資

源
等
に
お
い
て
事
情
が
異
な
る
我
が
国
で
の
直
接
的
応

用
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
ず

は
謙
虚
に
勉
強
し
な
お
そ
う
と
決
意
し
た
。
帰
国
直
後

の
２
０
０
４
年
に
国
立
公
園
研
究
に
携
る
国
内
有
志
と

共
に
「
自
然
公
園
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
（
現
在
、
事

務
局
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）、
今
ま
で
、
こ
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
我
が
国
の
地
域
制
自
然
公
園
の
有

効
性
評
価
や
協
働
型
管
理
運
営
の
あ
り
方
（
環
境
省
主

催
の
検
討
委
員
会
）、沖
縄
県
の
観
光
収
容
力
の
検
討（
沖

縄
県
主
催
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
共
催
）、
自
然
保
護
地
域
の
評
価
、

計
画
、
管
理
、
合
意
形
成
手
法
の
開
発
（
環
境
研
究
総

合
推
進
費
）
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
一
貫
し
て
い
る
問
題
意
識
は
「
自
然

保
護
地
域
お
け
る
保
全
と
利
用
（
主
に
観
光
行
動
）
の

バ
ラ
ン
ス
」
で
あ
る
。

現
在
、
我
が
国
で
は
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
国
立
公
園
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
で
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
国
外
観
光
客
を
魅
了

す
る
た
め
の
「
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
今
ま
で
の
経
験
値
を
活
か
し
て
国
立
公

園
の
単
な
る
観
光
地
化
で
は
な
く
「
保
全
と
利
用
の
バ

ラ
ン
ス
」
の
図
ら
れ
た
世
界
水
準
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
」
化
を
目
指
し
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
図
り
つ
つ

研
究
成
果
を
施
策
に
反
映
さ
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
く
ま
が
い　

よ
し
た
か
）
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１
９
６
０
年
生
ま
れ　

札
幌
市
出
身
。
公
立
大
学
法
人
国
際
教
養

大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
連
携
機
構　

機
構
長
・
教
授
。
１
９
９
７
年
モ

ン
タ
ナ
大
学
森
林
学
部
大
学
院
自
然
公
園
管
理
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
、
２
０
０
１
年
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
森
林
学
部
森
林
資
源
学
科
森
林
社

会
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
農
業
家
政
学
部

自
然
資
源
科
学
学
科
博
士
研
究
員
、
２
０
０
４
年
か
ら
国
際
教
養
大
学    

国
際
教
養
学
部　

基
盤
教
育　

社
会
科
学　

助
教
授
、
２
０
０
７
年
教

授
、
２
０
１
４
年
よ
り
現
職
。
国
際
自
然
保
護
連
合
・
世
界
保
護
地
域
委

員
会
副
委
員
長
︱
東
ア
ジ
ア
地
域
担
当
／
日
本
委
員
会
委
員
長
を
兼
任
。
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仁
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